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１．研究の背景 

中央教育審議会（平成 23 年 1 月）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」答申において、各

学校種を通じた総合的な視野から高等教育における職業教育を充実させるための方策等について提言がなされた。職業実

践的な教育のための新たな枠組みの整備の趣旨を専修学校専門課程においていかしていく先導的試行として、平成 26 年度

から文部科学大臣による「職業実践専門課程」の認定がスタートし、初年度は 472 校 1373 学科が認定された。その認定要

件には、修業年限 2 年、総授業時間が 1700 時間（総単位数 62）以上で、企業等と密接な連携を確保した授業科目の教育

課程の編成がなされた演習・実習および、教員に対する、実務に関する研修を組織的な実施、学校関係者評価と情報公開

などである。若者が自らの夢や志を考え、実践的な職業能力を身に付けられる質の高い実践的な職業教育を行う新たな高

等教育の展開が求められる時代的趨勢において、専門学校のカリキュラムの実態を明らかにし、その現状と課題を提示す

ることが求められている。 
 

２．目的と方法 

本報告の目的は、代表的な業務独占資格の国家資格の専門職養成を担う学校種のカリキュラム編成の現状と課題を明ら

かにすることである。その方法として、首都圏にある理容美容専門学校を有意抽出し、「理容師・美容師養成施設指定規

則」で定められている教科課程の基準に示されるカリキュラムの学校間比較を行った。専門学校の教育内容編成の論理に

ついて植上（2013）は、資格教育分野では、質・量ともに規定が厳しい養成施設指定制度に沿って、職業世界との関係や

学生の状況などの諸要素が判断され、教育内容が編成されていくため、学校間による質的水準は大きくはならないと指摘i

している。また吉本（2013）は、専門学校のカリキュラムについて、技能修得に関わる実習・実験が重視され、教育課程

に占める多さが指摘されるものの、大学・短大における共通教育・専門教育にあたる枠組みにあたる議論や８分野での共

通性を探す試みも十分でないこと。加えて、分野間での差異とともに、それぞれの学科においても目指される資格や人材

養成の目的は多様であると述べているii。理容美容の関係分野への接続を担っている学校種のカリキュラム編成を明らかに

することは、今後の高等教育機関としての方向性を探る上でも一定の意義ある研究となろう。 
 

３．結果と考察 

質・量ともに規定が厳しい養成施設指定制度の教育内容の実態を検討するため、まず教科課程の基準を詳細に明らかに

し、その画一性を確認した。次に、カリキュラム編成の実態を探るために、必修・選択授業科目の講座内容とネイル、エ

ステティック、アイビューティーなどの拡大する関係分野に関わる資格取得と付帯教育の関係を中心にした学校間比較を

行った結果、学校規模や設立母体による学校間における教育内容の質的水準に相違があることが示唆され、理容美容専門

学校のカリキュラム編成の外部統制が与える関係性を明らかにした。今後は、倉田（2013）が詳細に報告iiiしているよう

に、当該分野における大学・短期大学による養成課程の高度化の方向性を探るうえでも、当該専門職養成教育の複線化と

いう視点による考察が求められる。また尹五仙（2013）は、美容サービス業を概観したうえで、美容芸術系短期大学のカ

リキュラムを検証ivしているが限定的な考察に留まっている。加えて、美容師のキャリア形成における専門職団体の関与

の視点から、就業前教育の検討と組合立の専門学校教育へ注目していく必要性vも指摘されており（竹井、2013）、理容美

容の職業世界への接続と移行に、理容美容専門学校の学びがどのような影響を与えているのか、というさらなる検証作業

が必要であろう。 
 

注                                          （発表資料は当日に配布） 
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